
三
陸
・
岩
手
を
旅
す
る
高
田　
英
生
（
東
京
）

　

道
中
の
大
半
を
全
線
開
通
し
た
三
陸
鉄
道
に
委
ね
て
八

戸
か
ら
一
関
ま
で
三
陸
海
岸
に
沿
っ
て
旅
を
し
た
。
ま
だ
、

山
間
に
桜
が
散
見
さ
れ
る
時
期
、
曇
天
が
ち
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
で
あ
っ
た
が
晴
間
に
見
え
る
太
平
洋
は
ど
こ

ま
で
も
青
く
美
し
か
っ
た
。

　

旅
の
楽
し
み
は
、
風
物
と
と
も
に
、
食
べ
物
も
そ
の
一

つ
。
朝
ド
ラ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
有
名
に
な
っ
た
北
限
の

海
女
漁
、
三
陸
鉄
道
久
慈
駅
で
の
「
う
に
弁
当
」、
鮮
度

が
命
の
「
ほ
や
」
の
刺
身
な
ど
、
海
の
幸
山
の
幸
を
行
く

先
々
で
楽
し
め
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
二
年
後
、
二
〇
一
三
年
に
訪
問
し
た

罹
災
地
は
、
ダ
ン
プ
カ
ー
が
引
き
も
切
ら
ず
、
重
機
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
轟
音
を
立
て
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
九
年
が

た
っ
た
。
ダ
ン
プ
、
重
機
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
り
、

主
要
な
施
設
は
再
建
・
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ま

だ
、
道
路
な
ど
の
工
事
が
沿
線
や
港
で
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
上
物
を
待
つ
ば
か
り
の
宅
地
も
ま
だ
見
受
け
ら
れ

た
。
罹
災
の
状
況
、
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
高
田

松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
の
津
波
伝
承
館
の
展
示
物
や
解

説
は
生
々
し
く
も
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

　

宮
古
市
田
老
で
は
巨
大
な
防
潮
堤
群
に
も
驚
か
さ
れ
る

が
、
保
存
さ
れ
て
い
る
「
津
波
遺
構
た
ろ
う
観
光
ホ
テ

ル
」
は
、
そ
の
外
観
か
ら
も
津
波
の
威
力
や
恐
ろ
し
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
新
田
老
駅
近
く
の
常
運
寺
に
は
津
波
・

海
嘯
の
慰
霊
碑
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
浄
土
ヶ
浜
を
訪
ね
た
。
海
原
と
白
い
岩
礁
・
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砂
浜
が
織
り
な
す
風
景
は
三
陸
を
代
表
す
る
景
勝
地
に
違

わ
な
か
っ
た
。

　

釜
石
で
は
日
本
製
鉄
の
建
物
等
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
駅
を

降
り
立
つ
人
を
圧
倒
す
る
。

　

釜
石
市
郷
土
資
料
館
で
「
津
波
記
念
碑
」
と
い
う
企
画

展
を
開
催
中
で
あ
っ
た
。
津
波
罹
災
の
歴
史
と
市
内
に
あ

る
明
治
二
十
九
年
、
昭
和
八
年
の
津
波
石
碑
と
東
日
本
大

震
災
の
津
波
記
念
碑
の
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

石
碑
の
碑
銘
に
は
、
合
祀
か
、
後
々
建
立
さ
れ
た
も
の
を

除
き
、
明
治
二
十
九
年
の
も
の
は
「
海
嘯
」、
昭
和
八
年

の
も
の
は
「
津
波
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
旅
の
最
後
の
訪
問
地
は
、
新
幹
線
に
乗
り
換
え

る
一
関
。
駅
を
降
り
立
っ
て
す
ぐ
迎
え
て
く
れ
る
の
が
、

大
槻
三
賢
人
（
玄
沢
、
磐
渓
、
文
彦
）
の
像
。
釣
山
公
園
、

一
関
藩
家
老
職
沼
田
家
武
家
住
宅
、
酒
の
民
俗
文
化
博
物

館
な
ど
を
見
て
、
お
昼
は
名
物
の
ひ
と
口
も
ち
膳
、
ゆ
る

り
と
市
内
観
光
を
楽
し
ん
だ
。

　

北
上
川
、
磐
井
川
の
川
辺
に
、
往
古
か
ら
独
自
の
文
化

を
花
開
か
せ
た
一
関
、
水
運
な
ど
に
よ
り
、
人
・
物
の
往
来

も
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
河
川
の
氾
濫
に
も
大
変
悩
ま
さ

れ
、
藩
財
政
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
。
先
の
沼
田
家
住
宅

も
質
素
な
つ
く
り
で
あ
る
。
江
戸
時
代
よ
り
北
上
川
流
域

の
本
格
的
な
治
水
・
利
水
事
業
が
始
ま
る
も
、
そ
の
後
も

洪
水
に
脅
か
さ
れ
、
戦
後
、
台
風
に
よ
る
大
水
害
を
契
機

に
一
関
遊
水
地
が
計
画
さ
れ
、
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

司
馬
遼
太
郎
は
、
砂
金
、
名
馬
、
磁
鉄
鉱
で
も
っ
て
こ

の
地
帯
は
明
治
以
前
ま
で
の
日
本
史
に
参
加
し
、
大
き
な

影
響
を
あ
た
え
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
人
間
は
明
治
以

後
に
出
て
く
る
、
と
語
っ
て
い
る
。
都
か
ら
遠
か
っ
た
こ

と
の
言
い
よ
う
と
も
思
わ
れ
る
が
、
も
と
も
と
冷
涼
な
気

候
風
土
の
中
で
、
折
々
の
厳
し
い
自
然
の
営
み
を
相
手
に

暮
ら
し
て
ゆ
く
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

久
方
ぶ
り
の
旅
行
は
、
三
陸
・
岩
手
の
風
土
・
歴
史
と

こ
こ
に
息
づ
く
人
々
に
思
い
を
馳
せ
る
旅
と
な
っ
た
。
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